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１．事業の概要

■火力発電所の立地のために必要となる防波堤
を企業合理化促進法に基づき整備
■製鉄所の増産に対応するために必要となる岸
壁等を整備

【整備目的】

【事業の概要、進捗状況等】

※1 岸壁(-10m)は既に完了している。

臨港道路

防波堤

岸壁(-10m）

関西電力和歌山火力
発電所建設予定地

住友金属工業（株）
和歌山製鉄所

直轄事業

補助事業

民間事業
－１－

スラグ搬出
ルート

事業区分 施設名 数量 事業期間 事業費 進捗率

直轄事業 防波堤 1,000m H12～H33 300億円 50%

補助事業
岸壁（-10ｍ） 170m H11 2億円 100%

臨港道路 500m H33 1億円 0%

合計 ― ― H11～H33 303億円 50%

LNG桟橋



２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

■紀北地域のエネルギー・物流拠点の形成

■関西電力和歌山火力発電所の立地に伴い、平成３４年度以降のＬＮＧの取扱いが見込まれる。
■住友金属工業和歌山製鉄所の設備投資に伴うスラグ発生量増大により、公共岸壁を利用する貨物の更なる増加が
見込まれる。

発 電 所 名 出力(万kW） 運転開始 備 考

姫路第二1～6号機 〔ＬＮＧ〕※1 291.9
平成25年10月～平成

27年10月
工 事 中

姫路第一GT1～2号機 〔ＬＮＧ〕 6.54 平成24年8月 工 事 中

和歌山 〔ＬＮＧ〕 370 平成34年度以降 着工準備中

若狭おおい(仮称) 〔太陽光〕 0.05 平成25年度 着工準備中

若狭高浜(仮称) 〔太陽光〕 0.05 平成26年度 着工準備中

新黒薙第二 〔水力〕 0.19 平成24年12月 着工準備中

出し平(仮称) 〔水力〕 0.05 平成26年12月 着工準備中

市荒川 １号機 〔水力〕※2 4.77(0.1) 平成26年4月 着工準備中

黒部川第二 １号機 〔水力〕※2 7.29(0.09) 平成26年9月 着工準備中

三尾 １号機 〔水力〕※2 3.72(0.17) 平成27年4月 着工準備中

黒部川第二 ２号機 〔水力〕※2 7.38(0.09) 平成28年11月 着工準備中

黒部川第二 ３号機 〔水力〕※2 7.47(0.09) 平成30年12月 着工準備中

※１ 姫路第二発電所は、コンバインドサイクル発電方式への設備更新

※２ 設備更新工事による出力増【（ ）内は増分】

●電源開発計画
（平成24年3月29日 関西電力(株)供給計画による）

平成21年7月18日(紀州新聞）

●住友金属工業和歌山製鉄所
の新たな高炉が稼働

平成24年6月21日(産経新聞)

●和歌山県知事による
LNG発電所に関する議会答弁

－２－



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の整備効果【輸送コストの削減】

■本事業が整備されなければ、静穏度が確保されず、ＬＮＧ船が寄港不可能となるため、最寄りのＬＮＧ基地である堺泉北港からの陸送を余
儀なくされる（現実的には火力発電所の立地が困難となる）。
■本事業の整備により、ＬＮＧ船が直接入港可能となり、関西電力和歌山火力発電所の立地が可能となる。

■ＬＮＧ船の入港 ＬＮＧ輸入

取扱量：３，０００千トン／年

陸送から海送へ

－３－

出典：関西電力HP

■本事業が整備されなければ、本港内でスラグを取り扱うことが出来ないため、製鉄所の増産に伴い生成されるスラグの阪南港からの輸移
出を余儀なくされる。
■本事業の整備により、製鉄所の増産に伴い生成されるスラグを貨物船により効率的に輸送可能となる。

スラグ輸移出

取扱量：５００千トン／年

貨物船の荷役状況

(整備前) (整備後)

陸送から海送へ

トラックの輸送状況

(整備前)

(整備後)

■貨物船の入港

陸上輸送コスト削減

陸上輸送コスト削減

タンクローリーの輸送状況

ＬＮＧ船の輸送状況



２．事業の必要性等に関する視点
３）事業の投資効果

■便益（Ｂ）
「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル」（平成23年6月 国土交通省港湾局）に基づき、現時点における知見に

より、十分な精度で計測が可能でかつ金銭表現が可能である「輸送コスト削減」について、防波堤・岸壁整備の有無それ
ぞれについて推計し算出。
■費用（Ｃ）
エネルギー港湾整備に係る建設費及び運営管理費で算出。

基準年
検討期間
現在価値算出のための

社会的割引率
推計に用いた資料
適用した費用便益分析

マニュアル
事業費
運営管理費

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用の合計値については、表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある
※３ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している

■事業全体

■残事業

■算出条件等

：平成２４年度
：供用開始後５０年間

：４％
：港湾統計
：平成２３年６月版

：３０３億円
：５百万円／５年（岸壁）
７百万円／１０年（臨港道路）

便益（Ｂ）

輸送コスト
削減便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

1,030億円 1,030億円

3.1
費用（Ｃ）

事業費 運営管理費 総費用

336億円 0.4億円 336億円

便益（Ｂ）

輸送コスト
削減便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

845億円 845億円

7.2
費用（Ｃ）

事業費 運営管理費 総費用

117億円 0.3億円 117億円

－４－



３．事業進捗の見込みの視点

■岸壁の整備は完了しており、防波堤は５０％まで整備が進んでいる。残る防波堤及び臨港道路の整備において
も平成３３年度完成に向け防波堤整備等を着実に推進し事業進捗を図る。

事業区分 施設名 数量 事業期間 事業費 残事業費 進捗率

直轄事業 防波堤 1,000ｍ H12～H33 300億円 150億円 50%

補助事業

岸壁（-10ｍ） 170m H11 2億円 0億円 100%

臨港道路 500m H33 1億円 1億円 0%

合計 ― ― H11～H33 303億円 151億円 50%

完了事業

残事業

臨港道路

防波堤

岸壁(-10m）

－５－



４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■コスト縮減への対応（参考）

■防波堤の幅（奥行き）を小さく出来る構造形式等の採用により、海底地盤の改良費用等が削減可能となり、約１８．６億
円のコスト縮減に努めている。

－６－

ハイブリッド型防波堤

従来

断面の工夫

ハイブリッド型防波堤

鋼板セル型防波堤

鋼板セル型防波堤

・堤体幅の縮小
・基礎工天端幅の縮小
等

・基礎捨石投入の減少
・地盤改良率の低減
等



■和歌山県知事

５．関係自治体の意見

平成２４年８月２８日付 県総第３０８号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会について（回答）

和歌山下津港北港地区は、紀北地域のエネルギー・物流拠点として、更なる発展が期待されていま
す。火力発電所の立地に伴うＬＮＧの取扱いや製鉄所の増産に伴う貨物量の増加が見込まれ、これ
に対応した港湾施設の整備が必要であり、対応方針（原案）のとおり、事業継続が妥当と考えます。
なお、事業実施にあたっては、コスト縮減等を図り、早期に完成させるようお願いします。

－７－



６．対応方針（原案） 和歌山下津港北港地区エネルギー港湾整備事業

１．事業の必要性等に関する視点

・防波堤を整備することにより、ＬＮＧ船（63,000DWT級）が直接入港することが可能となり、関西電力和歌
山火力発電所の立地が可能となる。

・水深10mの岸壁供用により、製鉄所の増産に伴い生成されるスラグを貨物船により効率的に輸送可能
となる。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で３．１、残事業で７．２。

２．事業進捗の見込みの視点

・岸壁の整備は完了しており、防波堤は50％まで整備が進んでいる。残りの防波堤等の工事においても
着実に推進し、事業進捗を図る予定。

和歌山下津港エネルギー港湾整備事業は、事業の必要性等に関する視点、事業進捗の見込みの視
点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である。

事業継続

－８－



和歌山下津港北港地区

エネルギー港湾整備事業

【再評価】

平成２４年９月

近畿地方整備局

No.７－２

近畿地方整備局

事業評価監視委員会

平成２４年度第１回



【前回評価時との対比表】

事業名：和歌山下津港北港地区エネルギー港湾整備事業

事業化年度：平成 12年度

前回評価時 今回評価

（主な変更理由）平成 21年 11月 平成 24年 9月

再評価理由 新規事業採択後 10年間が経過 再評価後 3年間が経過

事業諸元

防波堤[直轄]：1,000m

岸壁[補助]：170m

臨港道路[補助]：500m

同左 ・変更なし

全体事業費 303億円 同左 ・変更なし

進捗状況

進捗率(事業費)：約 47%

防波堤延長 ：430m(43%)

進捗率（事業費）：約 50%

防波堤延長 ：500m(50%)
・約 3％進捗

費用対効果 B/C

（残事業）

3.5

（7.0）

3.1

（7.2）

・最新の貨物量実績や企業ヒアリングに

基づき需要見通しを更新

備考

【参考資料】

平成２４年度 第１回事業評価監視委員会



港湾（港湾整備事業）

事業評価カルテ（再評価）

その他
＜第三者委員会の意見・反映内容＞
対応方針（原案）のとおり「事業継続」でよいと判断

コスト縮減や

代替案立案等

の可能性

これまでも防波堤において、経済性や環境面を充分に考慮した構造形式の選定により、約18.6億円のコスト縮減に努めており、今後とも、地盤改良による盛上り土

等の有効利用の検討により防波堤整備費用の削減に努めて参りたい。

対応方針 継続

対応方針理由 充分な事業の投資効果及び進捗の目途が確認されたため。

社会経済情勢

等の変化
特になし

主な事業の進
捗状況

総事業費303億円、既投資額152億円
平成24年度末現在 事業進捗率50％

主な事業の進

捗の見込み
事業が順調に進んだ場合には、平成30年代前半の完了を予定している。

7.2

感度分析

事業全体のB/C 残事業のB/C
需 要 （－10％ ～ ＋10％） 2.8～3.4 6.5～7.9

建 設 費 （＋10％ ～ －10％） 3.0～3.2 6.5～8.0

建設期間 （＋10％ ～ －10％） 3.0～3.2 7.4～7.4

事業の効果等

当該事業を実施することにより、

① ＬＮＧ船が直接入港可能となり、関西電力和歌山発電所の立地が可能となる。

②製鉄所の増産に伴い生成されるスラグを貨物船により効率的に輸送可能となる。

<貨幣換算が困難な効果等による評価>

・輸送の信頼性の向上
・地域産業の安定・発展・地域活力の強化

・排出ガスの減少

・沿道騒音等の軽減

残事業の投資

効率性

B:総便益

(億円)
845 C:総費用(億円) 117 継続B/C

7.9

便益の主な根
拠

輸送コストの削減
（平成51年予測取扱貨物量：350万トン/年）

事業全体の投

資効率性

基準年度 平成２４年度

B:総便益

(億円)
1,030 C:総費用(億円) 336 全体B/C 3.1 B-C 693 EIRR（％）

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞

・関西電力和歌山火力発電所の立地に伴い、平成３４年度以降のＬＮＧの取扱いが見込まれる。
・住友金属工業和歌山製鉄所の設備投資に伴うスラグ発生量増大により、公共岸壁を利用する貨物の更なる増加が見込まれる。

＜達成すべき目標＞
防波堤等を整備することにより港内静穏度の不足の解消等に対応することで輸送効率化を図る。

①火力発電所の立地のために必要となる防波堤を企業合理化促進法に基づき整備

②製鉄所の増産に対応するために必要となる岸壁等を整備

＜政策体系上の位置付け＞

・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化。

・施策目標：海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する。

事業期間 事業採択 平成１２年度 完了 平成３３年度

総事業費(億円) 303 残事業費（億円） 151

実施箇所 和歌山県和歌山市

該当基準 再評価実施後一定期間(３年間)が経過している事業

主な事業の諸
元

防波堤、岸壁(-10m)、臨港道路

事業名

（箇所名）

エネルギー港湾整備事業

（和歌山下津港 北港地区）

担当課 港湾局計画課 事業

主体
近畿地方整備局

担当課長名 松原 裕

【資料 1】



和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 7.9% B-C= 693 億円

B/C= 3.1

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.3 0.3 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.9 1.9 -2.7

2003 4 20.5 20.5 2.1 2.1 -18.4 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.9 2.9 -26.3

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.8 1.8 -18.4 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.5 2.5 -25.1

2005 6 16.3 16.3 1.7 1.7 -14.6 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.2 2.2 -19.2

2006 7 5.9 5.9 1.0 1.0 -4.9 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.3 1.3 -6.2

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.2 0.3 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.3 -2.1

2010 11 1.9 1.9 2.8 0.5 3.4 1.4 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.1 0.6 3.7 1.6

2011 12 2.4 2.4 3.9 3.9 1.5 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.1 4.1 1.6

2012 13 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3

2013 14 5.6 5.6 3.9 3.9 -1.7 H25 2013 14 0.96 5.4 5.4 3.8 3.8 -1.6

2014 15 17.2 0.0 17.3 3.9 3.9 -13.4 H26 2014 15 0.92 15.9 0.0 16.0 3.6 3.6 -12.4

2015 16 17.2 17.2 3.9 3.9 -13.3 H27 2015 16 0.89 15.3 15.3 3.5 3.5 -11.9

2016 17 17.2 17.2 3.9 3.9 -13.3 H28 2016 17 0.85 14.7 14.7 3.3 3.3 -11.4

2017 18 17.2 17.2 3.9 3.9 -13.3 H29 2017 18 0.82 14.2 14.2 3.2 3.2 -11.0

2018 19 17.2 17.2 3.9 3.9 -13.3 H30 2018 19 0.79 13.6 13.6 3.1 3.1 -10.5

2019 20 17.2 0.0 17.3 3.9 3.9 -13.4 H31 2019 20 0.76 13.1 0.0 13.1 3.0 3.0 -10.2

2020 21 17.2 17.2 3.9 3.9 -13.3 H32 2020 21 0.73 12.6 12.6 2.9 2.9 -9.7

2021 22 17.5 17.5 3.9 3.9 -13.6 H33 2021 22 0.70 12.3 12.3 2.7 2.7 -9.5

2022 23 6.7 4.5 11.2 11.2 H34 2022 23 0.68 4.6 3.0 7.6 7.6

2023 24 6.7 4.5 18.5 29.8 29.8 H35 2023 24 0.65 4.4 2.9 12.0 19.3 19.3

2024 25 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.2 2.8 23.1 30.2 30.1

2025 26 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H37 2025 26 0.60 4.1 2.7 22.2 29.0 29.0

2026 27 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H38 2026 27 0.58 3.9 2.6 21.4 27.9 27.9

2027 28 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H39 2027 28 0.56 3.7 2.5 20.6 26.8 26.8

2028 29 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H40 2028 29 0.53 3.6 2.4 19.8 25.8 25.8

2029 30 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.5 2.3 19.0 24.8 24.8

2030 31 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H42 2030 31 0.49 3.3 2.2 18.3 23.8 23.8

2031 32 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H43 2031 32 0.47 0.0 0.0 3.2 2.1 17.6 22.9 22.9

2032 33 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H44 2032 33 0.46 3.1 2.1 16.9 22.0 22.0

2033 34 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H45 2033 34 0.44 3.0 2.0 16.3 21.2 21.2

2034 35 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.8 1.9 15.6 20.4 20.4

2035 36 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H47 2035 36 0.41 2.7 1.8 15.0 19.6 19.6

2036 37 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H48 2036 37 0.39 2.6 1.8 14.5 18.8 18.8

2037 38 6.7 4.5 55.6 66.8 66.8 H49 2037 38 0.38 2.5 1.7 20.8 25.1 25.1

2038 39 6.7 4.5 74.1 85.3 85.3 H50 2038 39 0.36 2.4 1.6 26.7 30.8 30.8

2039 40 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.3 1.6 28.9 32.8 32.8

2040 41 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H52 2040 41 0.33 2.3 1.5 27.8 31.5 31.5

2041 42 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H53 2041 42 0.32 0.0 0.0 2.2 1.4 26.7 30.3 30.3

2042 43 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H54 2042 43 0.31 2.1 1.4 25.7 29.2 29.2

2043 44 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H55 2043 44 0.30 2.0 1.3 24.7 28.0 28.0

2044 45 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.9 1.3 23.8 27.0 27.0

2045 46 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H57 2045 46 0.27 1.8 1.2 22.8 25.9 25.9

2046 47 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H58 2046 47 0.26 1.8 1.2 22.0 24.9 24.9

2047 48 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H59 2047 48 0.25 1.7 1.1 21.1 24.0 24.0

2048 49 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H60 2048 49 0.24 1.6 1.1 20.3 23.0 23.0

2049 50 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.6 1.1 19.5 22.2 22.2

2050 51 83.3 83.3 83.3 H62 2050 51 0.23 18.8 18.8 18.8

2051 52 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H63 2051 52 0.22 0.0 0.0 18.1 18.1 18.0

2052 53 83.3 83.3 83.3 H64 2052 53 0.21 17.4 17.4 17.4

2053 54 83.3 83.3 83.3 H65 2053 54 0.20 16.7 16.7 16.7

2054 55 83.3 83.3 83.3 H66 2054 55 0.19 16.1 16.1 16.1

2055 56 83.3 83.3 83.3 H67 2055 56 0.19 15.4 15.4 15.4

2056 57 83.3 83.3 83.3 H68 2056 57 0.18 14.8 14.8 14.8

2057 58 83.3 83.3 83.3 H69 2057 58 0.17 14.3 14.3 14.3

2058 59 83.3 83.3 83.3 H70 2058 59 0.16 13.7 13.7 13.7

2059 60 83.3 83.3 83.3 H71 2059 60 0.16 13.2 13.2 13.2

2060 61 83.3 83.3 83.3 H72 2060 61 0.15 12.7 12.7 12.7

2061 62 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H73 2061 62 0.15 0.0 0.0 12.2 12.2 12.2

2062 63 83.3 83.3 83.3 H74 2062 63 0.14 11.7 11.7 11.7

2063 64 83.3 83.3 83.3 H75 2063 64 0.14 11.3 11.3 11.3

2064 65 83.3 83.3 83.3 H76 2064 65 0.13 10.8 10.8 10.8

2065 66 83.3 83.3 83.3 H77 2065 66 0.13 10.4 10.4 10.4

2066 67 83.3 83.3 83.3 H78 2066 67 0.12 10.0 10.0 10.0

2067 68 83.3 83.3 83.3 H79 2067 68 0.12 9.6 9.6 9.6

2068 69 83.3 83.3 83.3 H80 2068 69 0.11 9.3 9.3 9.3

2069 70 83.3 83.3 83.3 H81 2069 70 0.11 8.9 8.9 8.9

2070 71 83.3 83.3 83.3 H82 2070 71 0.10 8.6 8.6 8.6

2071 72 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H83 2071 72 0.10 0.0 0.0 8.2 8.2 8.2

合 計 297.0 0.8 297.8 8.5 235.0 126.5 3380.3 3750.3 3452.4 40.8 335.9 0.4 336.3 11.8 119.3 53.3 845.5 1,029.8 693.5

社会的

割引率

合 計

年度 年度

割 引 前

施設運

営期間

割 引 後

【資料 2-1】



和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【需要+10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 8.2% B-C= 796 億円

B/C= 3.4

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.3 0.3 -32.6 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.4 0.4 -52.2

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.6 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.4 0.4 -50.2

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 2.0 2.0 -2.6

2003 4 20.5 20.5 2.3 2.3 -18.2 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 3.2 3.2 -26.0

2004 5 20.2 0.1 20.2 2.0 2.0 -18.2 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.7 2.7 -25.0

2005 6 16.3 16.3 1.9 1.9 -14.4 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.4 2.4 -19.0

2006 7 5.9 5.9 1.1 1.1 -4.8 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.4 1.4 -6.1

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.5 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.7

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.3 0.3 -1.8 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.4 -2.1

2010 11 1.9 1.9 3.1 0.6 3.7 1.8 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.4 0.6 4.0 1.9

2011 12 2.4 2.4 4.3 4.3 1.9 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.5 4.5 2.0

2012 13 4.2 4.2 4.3 4.3 0.1 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 4.3 4.3 0.1

2013 14 5.6 5.6 4.3 4.3 -1.3 H25 2013 14 0.96 5.4 5.4 4.1 4.1 -1.3

2014 15 17.2 0.0 17.3 4.3 4.3 -13.0 H26 2014 15 0.92 15.9 0.0 16.0 4.0 4.0 -12.0

2015 16 17.2 17.2 4.3 4.3 -12.9 H27 2015 16 0.89 15.3 15.3 3.8 3.8 -11.5

2016 17 17.2 17.2 4.3 4.3 -12.9 H28 2016 17 0.85 14.7 14.7 3.7 3.7 -11.1

2017 18 17.2 17.2 4.3 4.3 -12.9 H29 2017 18 0.82 14.2 14.2 3.5 3.5 -10.6

2018 19 17.2 17.2 4.3 4.3 -12.9 H30 2018 19 0.79 13.6 13.6 3.4 3.4 -10.2

2019 20 17.2 0.0 17.3 4.3 4.3 -13.0 H31 2019 20 0.76 13.1 0.0 13.1 3.3 3.3 -9.9

2020 21 17.2 17.2 4.3 4.3 -12.9 H32 2020 21 0.73 12.6 12.6 3.1 3.1 -9.5

2021 22 17.5 17.5 4.3 4.3 -13.2 H33 2021 22 0.70 12.3 12.3 3.0 3.0 -9.3

2022 23 7.4 4.9 12.4 12.4 H34 2022 23 0.68 5.0 3.3 8.4 8.4

2023 24 7.4 4.9 20.4 32.7 32.7 H35 2023 24 0.65 4.8 3.2 13.2 21.3 21.3

2024 25 0.0 0.0 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.6 3.1 25.5 33.2 33.1

2025 26 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H37 2025 26 0.60 4.5 3.0 24.5 31.9 31.9

2026 27 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H38 2026 27 0.58 4.3 2.9 23.5 30.7 30.7

2027 28 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H39 2027 28 0.56 4.1 2.7 22.6 29.5 29.5

2028 29 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H40 2028 29 0.53 4.0 2.6 21.8 28.4 28.4

2029 30 0.0 0.0 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.8 2.5 20.9 27.3 27.2

2030 31 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H42 2030 31 0.49 3.7 2.4 20.1 26.2 26.2

2031 32 0.1 0.1 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H43 2031 32 0.47 0.0 0.0 3.5 2.3 19.3 25.2 25.2

2032 33 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H44 2032 33 0.46 3.4 2.3 18.6 24.2 24.2

2033 34 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H45 2033 34 0.44 3.3 2.2 17.9 23.3 23.3

2034 35 0.0 0.0 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 3.1 2.1 17.2 22.4 22.4

2035 36 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H47 2035 36 0.41 3.0 2.0 16.5 21.6 21.6

2036 37 7.4 4.9 40.7 53.1 53.1 H48 2036 37 0.39 2.9 1.9 15.9 20.7 20.7

2037 38 7.4 4.9 61.1 73.5 73.5 H49 2037 38 0.38 2.8 1.9 22.9 27.6 27.6

2038 39 7.4 4.9 81.5 93.9 93.9 H50 2038 39 0.36 2.7 1.8 29.4 33.9 33.9

2039 40 0.0 0.0 7.4 4.9 91.7 104.1 104.0 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.6 1.7 31.8 36.1 36.1

2040 41 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H52 2040 41 0.33 2.5 1.7 30.6 34.7 34.7

2041 42 0.1 0.1 7.4 4.9 91.7 104.1 104.0 H53 2041 42 0.32 0.0 0.0 2.4 1.6 29.4 33.4 33.3

2042 43 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H54 2042 43 0.31 2.3 1.5 28.3 32.1 32.1

2043 44 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H55 2043 44 0.30 2.2 1.5 27.2 30.8 30.8

2044 45 0.0 0.0 7.4 4.9 91.7 104.1 104.0 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 2.1 1.4 26.1 29.7 29.6

2045 46 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H57 2045 46 0.27 2.0 1.4 25.1 28.5 28.5

2046 47 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H58 2046 47 0.26 2.0 1.3 24.2 27.4 27.4

2047 48 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H59 2047 48 0.25 1.9 1.3 23.2 26.4 26.4

2048 49 7.4 4.9 91.7 104.1 104.1 H60 2048 49 0.24 1.8 1.2 22.3 25.4 25.4

2049 50 0.0 0.0 7.4 4.9 91.7 104.1 104.0 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.7 1.2 21.5 24.4 24.4

2050 51 91.7 91.7 91.7 H62 2050 51 0.23 20.7 20.7 20.7

2051 52 0.1 0.1 91.7 91.7 91.6 H63 2051 52 0.22 0.0 0.0 19.9 19.9 19.8

2052 53 91.7 91.7 91.7 H64 2052 53 0.21 19.1 19.1 19.1

2053 54 91.7 91.7 91.7 H65 2053 54 0.20 18.4 18.4 18.4

2054 55 91.7 91.7 91.7 H66 2054 55 0.19 17.7 17.7 17.7

2055 56 91.7 91.7 91.7 H67 2055 56 0.19 17.0 17.0 17.0

2056 57 91.7 91.7 91.7 H68 2056 57 0.18 16.3 16.3 16.3

2057 58 91.7 91.7 91.7 H69 2057 58 0.17 15.7 15.7 15.7

2058 59 91.7 91.7 91.7 H70 2058 59 0.16 15.1 15.1 15.1

2059 60 91.7 91.7 91.7 H71 2059 60 0.16 14.5 14.5 14.5

2060 61 91.7 91.7 91.7 H72 2060 61 0.15 14.0 14.0 14.0

2061 62 0.1 0.1 91.7 91.7 91.6 H73 2061 62 0.15 0.0 0.0 13.4 13.4 13.4

2062 63 91.7 91.7 91.7 H74 2062 63 0.14 12.9 12.9 12.9

2063 64 91.7 91.7 91.7 H75 2063 64 0.14 12.4 12.4 12.4

2064 65 91.7 91.7 91.7 H76 2064 65 0.13 11.9 11.9 11.9

2065 66 91.7 91.7 91.7 H77 2065 66 0.13 11.5 11.5 11.5

2066 67 91.7 91.7 91.7 H78 2066 67 0.12 11.0 11.0 11.0

2067 68 91.7 91.7 91.7 H79 2067 68 0.12 10.6 10.6 10.6

2068 69 91.7 91.7 91.7 H80 2068 69 0.11 10.2 10.2 10.2

2069 70 91.7 91.7 91.7 H81 2069 70 0.11 9.8 9.8 9.8

2070 71 91.7 91.7 91.7 H82 2070 71 0.10 9.4 9.4 9.4

2071 72 0.1 0.1 91.7 91.7 91.6 H83 2071 72 0.10 0.0 0.0 9.1 9.1 9.1

合 計 297.0 0.8 297.8 9.3 258.5 139.2 3718.3 4125.3 3827.4 40.8 335.9 0.4 336.3 12.9 131.3 58.6 930.0 1,132.8 796.4

社会的

割引率

合 計

年度 年度

割 引 前

施設運

営期間

割 引 後

【資料 2-2】



和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【需要-10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 7.5% B-C= 591 億円

B/C= 2.8

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.4 0.4 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.1 1.1 -2.0 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.7 1.7 -2.9

2003 4 20.5 20.5 1.9 1.9 -18.6 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.7 2.7 -26.5

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.6 1.6 -18.6 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.2 2.2 -25.4

2005 6 16.3 16.3 1.5 1.5 -14.8 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.0 2.0 -19.4

2006 7 5.9 5.9 0.9 0.9 -5.0 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.1 1.1 -6.4

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.0 0.2 0.2 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.0 0.2 0.3 -2.2

2010 11 1.9 1.9 2.5 0.5 3.0 1.1 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 2.8 0.5 3.3 1.2

2011 12 2.4 2.4 3.5 3.5 1.1 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 3.7 3.7 1.2

2012 13 4.2 4.2 3.5 3.5 -0.7 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.5 3.5 -0.7

2013 14 5.6 5.6 3.5 3.5 -2.1 H25 2013 14 0.96 5.4 5.4 3.4 3.4 -2.0

2014 15 17.2 0.0 17.3 3.5 3.5 -13.8 H26 2014 15 0.92 15.9 0.0 16.0 3.3 3.3 -12.7

2015 16 17.2 17.2 3.5 3.5 -13.7 H27 2015 16 0.89 15.3 15.3 3.1 3.1 -12.2

2016 17 17.2 17.2 3.5 3.5 -13.7 H28 2016 17 0.85 14.7 14.7 3.0 3.0 -11.7

2017 18 17.2 17.2 3.5 3.5 -13.7 H29 2017 18 0.82 14.2 14.2 2.9 2.9 -11.3

2018 19 17.2 17.2 3.5 3.5 -13.7 H30 2018 19 0.79 13.6 13.6 2.8 2.8 -10.8

2019 20 17.2 0.0 17.3 3.5 3.5 -13.8 H31 2019 20 0.76 13.1 0.0 13.1 2.7 2.7 -10.5

2020 21 17.2 17.2 3.5 3.5 -13.7 H32 2020 21 0.73 12.6 12.6 2.6 2.6 -10.0

2021 22 17.5 17.5 3.5 3.5 -14.0 H33 2021 22 0.70 12.3 12.3 2.5 2.5 -9.8

2022 23 6.1 4.0 10.1 10.1 H34 2022 23 0.68 4.1 2.7 6.8 6.8

2023 24 6.1 4.0 16.7 26.8 26.8 H35 2023 24 0.65 3.9 2.6 10.8 17.4 17.4

2024 25 0.0 0.0 6.1 4.0 33.3 43.5 43.4 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 3.8 2.5 20.8 27.1 27.1

2025 26 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H37 2025 26 0.60 3.6 2.4 20.0 26.1 26.1

2026 27 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H38 2026 27 0.58 3.5 2.3 19.3 25.1 25.1

2027 28 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H39 2027 28 0.56 3.4 2.2 18.5 24.1 24.1

2028 29 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H40 2028 29 0.53 3.2 2.2 17.8 23.2 23.2

2029 30 0.0 0.0 6.1 4.0 33.3 43.5 43.4 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.1 2.1 17.1 22.3 22.3

2030 31 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H42 2030 31 0.49 3.0 2.0 16.5 21.5 21.5

2031 32 0.1 0.1 6.1 4.0 33.3 43.5 43.4 H43 2031 32 0.47 0.0 0.0 2.9 1.9 15.8 20.6 20.6

2032 33 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H44 2032 33 0.46 2.8 1.8 15.2 19.8 19.8

2033 34 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H45 2033 34 0.44 2.7 1.8 14.6 19.1 19.1

2034 35 0.0 0.0 6.1 4.0 33.3 43.5 43.4 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.6 1.7 14.1 18.3 18.3

2035 36 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H47 2035 36 0.41 2.5 1.6 13.5 17.6 17.6

2036 37 6.1 4.0 33.3 43.5 43.5 H48 2036 37 0.39 2.4 1.6 13.0 17.0 17.0

2037 38 6.1 4.0 50.0 60.1 60.1 H49 2037 38 0.38 2.3 1.5 18.8 22.6 22.6

2038 39 6.1 4.0 66.7 76.8 76.8 H50 2038 39 0.36 2.2 1.5 24.1 27.7 27.7

2039 40 0.0 0.0 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.1 1.4 26.0 29.5 29.5

2040 41 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H52 2040 41 0.33 2.0 1.4 25.0 28.4 28.4

2041 42 0.1 0.1 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H53 2041 42 0.32 0.0 0.0 1.9 1.3 24.1 27.3 27.3

2042 43 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H54 2042 43 0.31 1.9 1.2 23.1 26.2 26.2

2043 44 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H55 2043 44 0.30 1.8 1.2 22.2 25.2 25.2

2044 45 0.0 0.0 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.7 1.2 21.4 24.3 24.3

2045 46 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H57 2045 46 0.27 1.7 1.1 20.6 23.3 23.3

2046 47 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H58 2046 47 0.26 1.6 1.1 19.8 22.4 22.4

2047 48 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H59 2047 48 0.25 1.5 1.0 19.0 21.6 21.6

2048 49 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H60 2048 49 0.24 1.5 1.0 18.3 20.7 20.7

2049 50 0.0 0.0 6.1 4.0 75.0 85.1 85.1 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.4 0.9 17.6 19.9 19.9

2050 51 75.0 75.0 75.0 H62 2050 51 0.23 16.9 16.9 16.9

2051 52 0.1 0.1 75.0 75.0 74.9 H63 2051 52 0.22 0.0 0.0 16.2 16.2 16.2

2052 53 75.0 75.0 75.0 H64 2052 53 0.21 15.6 15.6 15.6

2053 54 75.0 75.0 75.0 H65 2053 54 0.20 15.0 15.0 15.0

2054 55 75.0 75.0 75.0 H66 2054 55 0.19 14.4 14.4 14.4

2055 56 75.0 75.0 75.0 H67 2055 56 0.19 13.9 13.9 13.9

2056 57 75.0 75.0 75.0 H68 2056 57 0.18 13.4 13.4 13.4

2057 58 75.0 75.0 75.0 H69 2057 58 0.17 12.8 12.8 12.8

2058 59 75.0 75.0 75.0 H70 2058 59 0.16 12.3 12.3 12.3

2059 60 75.0 75.0 75.0 H71 2059 60 0.16 11.9 11.9 11.9

2060 61 75.0 75.0 75.0 H72 2060 61 0.15 11.4 11.4 11.4

2061 62 0.1 0.1 75.0 75.0 74.9 H73 2061 62 0.15 0.0 0.0 11.0 11.0 11.0

2062 63 75.0 75.0 75.0 H74 2062 63 0.14 10.6 10.6 10.6

2063 64 75.0 75.0 75.0 H75 2063 64 0.14 10.1 10.1 10.1

2064 65 75.0 75.0 75.0 H76 2064 65 0.13 9.8 9.8 9.8

2065 66 75.0 75.0 75.0 H77 2065 66 0.13 9.4 9.4 9.4

2066 67 75.0 75.0 75.0 H78 2066 67 0.12 9.0 9.0 9.0

2067 68 75.0 75.0 75.0 H79 2067 68 0.12 8.7 8.7 8.7

2068 69 75.0 75.0 75.0 H80 2068 69 0.11 8.3 8.3 8.3

2069 70 75.0 75.0 75.0 H81 2069 70 0.11 8.0 8.0 8.0

2070 71 75.0 75.0 75.0 H82 2070 71 0.10 7.7 7.7 7.7

2071 72 0.1 0.1 75.0 75.0 74.9 H83 2071 72 0.10 0.0 0.0 7.4 7.4 7.4

合 計 297.0 0.8 297.8 7.7 211.5 113.8 3042.2 3375.3 3077.4 40.8 335.9 0.4 336.3 10.6 107.4 47.9 760.9 926.9 590.5

社会的

割引率

合 計

年度 年度

割 引 前

施設運

営期間

割 引 後

【資料 2-3】



和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【事業費+10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 7.8% B-C= 682 億円

B/C= 3.0

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.3 0.3 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.9 1.9 -2.7

2003 4 20.5 20.5 2.1 2.1 -18.4 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.9 2.9 -26.3

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.8 1.8 -18.4 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.5 2.5 -25.1

2005 6 16.3 16.3 1.7 1.7 -14.6 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.2 2.2 -19.2

2006 7 5.9 5.9 1.0 1.0 -4.9 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.3 1.3 -6.2

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.2 0.3 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.3 -2.1

2010 11 1.9 1.9 2.8 0.5 3.4 1.4 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.1 0.6 3.7 1.6

2011 12 2.4 2.4 3.9 3.9 1.5 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.1 4.1 1.6

2012 13 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3

2013 14 6.2 6.2 3.9 3.9 -2.3 H25 2013 14 0.96 5.9 5.9 3.8 3.8 -2.2

2014 15 19.0 0.1 19.0 3.9 3.9 -15.1 H26 2014 15 0.92 17.5 0.0 17.6 3.6 3.6 -14.0

2015 16 19.0 19.0 3.9 3.9 -15.1 H27 2015 16 0.89 16.9 16.9 3.5 3.5 -13.4

2016 17 19.0 19.0 3.9 3.9 -15.1 H28 2016 17 0.85 16.2 16.2 3.3 3.3 -12.9

2017 18 19.0 19.0 3.9 3.9 -15.1 H29 2017 18 0.82 15.6 15.6 3.2 3.2 -12.4

2018 19 19.0 19.0 3.9 3.9 -15.1 H30 2018 19 0.79 15.0 15.0 3.1 3.1 -11.9

2019 20 19.0 0.1 19.0 3.9 3.9 -15.1 H31 2019 20 0.76 14.4 0.0 14.4 3.0 3.0 -11.5

2020 21 19.0 19.0 3.9 3.9 -15.1 H32 2020 21 0.73 13.9 13.9 2.9 2.9 -11.0

2021 22 19.2 19.2 3.9 3.9 -15.3 H33 2021 22 0.70 13.5 13.5 2.7 2.7 -10.8

2022 23 6.7 4.5 11.2 11.2 H34 2022 23 0.68 4.6 3.0 7.6 7.6

2023 24 6.7 4.5 18.5 29.8 29.8 H35 2023 24 0.65 4.4 2.9 12.0 19.3 19.3

2024 25 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.2 2.8 23.1 30.2 30.1

2025 26 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H37 2025 26 0.60 4.1 2.7 22.2 29.0 29.0

2026 27 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H38 2026 27 0.58 3.9 2.6 21.4 27.9 27.9

2027 28 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H39 2027 28 0.56 3.7 2.5 20.6 26.8 26.8

2028 29 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H40 2028 29 0.53 3.6 2.4 19.8 25.8 25.8

2029 30 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.5 2.3 19.0 24.8 24.8

2030 31 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H42 2030 31 0.49 3.3 2.2 18.3 23.8 23.8

2031 32 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H43 2031 32 0.47 0.0 0.0 3.2 2.1 17.6 22.9 22.9

2032 33 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H44 2032 33 0.46 3.1 2.1 16.9 22.0 22.0

2033 34 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H45 2033 34 0.44 3.0 2.0 16.3 21.2 21.2

2034 35 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.8 1.9 15.6 20.4 20.4

2035 36 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H47 2035 36 0.41 2.7 1.8 15.0 19.6 19.6

2036 37 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H48 2036 37 0.39 2.6 1.8 14.5 18.8 18.8

2037 38 6.7 4.5 55.6 66.8 66.8 H49 2037 38 0.38 2.5 1.7 20.8 25.1 25.1

2038 39 6.7 4.5 74.1 85.3 85.3 H50 2038 39 0.36 2.4 1.6 26.7 30.8 30.8

2039 40 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.3 1.6 28.9 32.8 32.8

2040 41 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H52 2040 41 0.33 2.3 1.5 27.8 31.5 31.5

2041 42 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H53 2041 42 0.32 0.0 0.0 2.2 1.4 26.7 30.3 30.3

2042 43 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H54 2042 43 0.31 2.1 1.4 25.7 29.2 29.2

2043 44 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H55 2043 44 0.30 2.0 1.3 24.7 28.0 28.0

2044 45 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.9 1.3 23.8 27.0 27.0

2045 46 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H57 2045 46 0.27 1.8 1.2 22.8 25.9 25.9

2046 47 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H58 2046 47 0.26 1.8 1.2 22.0 24.9 24.9

2047 48 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H59 2047 48 0.25 1.7 1.1 21.1 24.0 24.0

2048 49 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H60 2048 49 0.24 1.6 1.1 20.3 23.0 23.0

2049 50 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.6 1.1 19.5 22.2 22.2

2050 51 83.3 83.3 83.3 H62 2050 51 0.23 18.8 18.8 18.8

2051 52 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H63 2051 52 0.22 0.0 0.0 18.1 18.1 18.0

2052 53 83.3 83.3 83.3 H64 2052 53 0.21 17.4 17.4 17.4

2053 54 83.3 83.3 83.3 H65 2053 54 0.20 16.7 16.7 16.7

2054 55 83.3 83.3 83.3 H66 2054 55 0.19 16.1 16.1 16.1

2055 56 83.3 83.3 83.3 H67 2055 56 0.19 15.4 15.4 15.4

2056 57 83.3 83.3 83.3 H68 2056 57 0.18 14.8 14.8 14.8

2057 58 83.3 83.3 83.3 H69 2057 58 0.17 14.3 14.3 14.3

2058 59 83.3 83.3 83.3 H70 2058 59 0.16 13.7 13.7 13.7

2059 60 83.3 83.3 83.3 H71 2059 60 0.16 13.2 13.2 13.2

2060 61 83.3 83.3 83.3 H72 2060 61 0.15 12.7 12.7 12.7

2061 62 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H73 2061 62 0.15 0.0 0.0 12.2 12.2 12.2

2062 63 83.3 83.3 83.3 H74 2062 63 0.14 11.7 11.7 11.7

2063 64 83.3 83.3 83.3 H75 2063 64 0.14 11.3 11.3 11.3

2064 65 83.3 83.3 83.3 H76 2064 65 0.13 10.8 10.8 10.8

2065 66 83.3 83.3 83.3 H77 2065 66 0.13 10.4 10.4 10.4

2066 67 83.3 83.3 83.3 H78 2066 67 0.12 10.0 10.0 10.0

2067 68 83.3 83.3 83.3 H79 2067 68 0.12 9.6 9.6 9.6

2068 69 83.3 83.3 83.3 H80 2068 69 0.11 9.3 9.3 9.3

2069 70 83.3 83.3 83.3 H81 2069 70 0.11 8.9 8.9 8.9

2070 71 83.3 83.3 83.3 H82 2070 71 0.10 8.6 8.6 8.6

2071 72 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H83 2071 72 0.10 0.0 0.0 8.2 8.2 8.2

合 計 311.4 0.9 312.3 8.5 235.0 126.5 3380.3 3750.3 3438.0 40.8 347.7 0.4 348.1 11.8 119.3 53.3 845.5 1,029.8 681.7

社会的

割引率

合 計

年度 年度

割 引 前

施設運

営期間

割 引 後

【資料 2-4】



和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【事業費-10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 8.0% B-C= 705 億円

B/C= 3.2

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.3 0.3 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.9 1.9 -2.7

2003 4 20.5 20.5 2.1 2.1 -18.4 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.9 2.9 -26.3

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.8 1.8 -18.4 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.5 2.5 -25.1

2005 6 16.3 16.3 1.7 1.7 -14.6 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.2 2.2 -19.2

2006 7 5.9 5.9 1.0 1.0 -4.9 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.3 1.3 -6.2

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.2 0.3 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.3 -2.1

2010 11 1.9 1.9 2.8 0.5 3.4 1.4 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.1 0.6 3.7 1.6

2011 12 2.4 2.4 3.9 3.9 1.5 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.1 4.1 1.6

2012 13 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3

2013 14 5.1 5.1 3.9 3.9 -1.1 H25 2013 14 0.96 4.9 4.9 3.8 3.8 -1.1

2014 15 15.5 0.0 15.6 3.9 3.9 -11.6 H26 2014 15 0.92 14.3 0.0 14.4 3.6 3.6 -10.8

2015 16 15.5 15.5 3.9 3.9 -11.6 H27 2015 16 0.89 13.8 13.8 3.5 3.5 -10.3

2016 17 15.5 15.5 3.9 3.9 -11.6 H28 2016 17 0.85 13.3 13.3 3.3 3.3 -9.9

2017 18 15.5 15.5 3.9 3.9 -11.6 H29 2017 18 0.82 12.8 12.8 3.2 3.2 -9.5

2018 19 15.5 15.5 3.9 3.9 -11.6 H30 2018 19 0.79 12.3 12.3 3.1 3.1 -9.2

2019 20 15.5 0.0 15.6 3.9 3.9 -11.6 H31 2019 20 0.76 11.8 0.0 11.8 3.0 3.0 -8.9

2020 21 15.5 15.5 3.9 3.9 -11.6 H32 2020 21 0.73 11.3 11.3 2.9 2.9 -8.5

2021 22 15.7 15.7 3.9 3.9 -11.8 H33 2021 22 0.70 11.1 11.1 2.7 2.7 -8.3

2022 23 6.7 4.5 11.2 11.2 H34 2022 23 0.68 4.6 3.0 7.6 7.6

2023 24 6.7 4.5 18.5 29.8 29.8 H35 2023 24 0.65 4.4 2.9 12.0 19.3 19.3

2024 25 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.2 2.8 23.1 30.2 30.1

2025 26 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H37 2025 26 0.60 4.1 2.7 22.2 29.0 29.0

2026 27 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H38 2026 27 0.58 3.9 2.6 21.4 27.9 27.9

2027 28 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H39 2027 28 0.56 3.7 2.5 20.6 26.8 26.8

2028 29 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H40 2028 29 0.53 3.6 2.4 19.8 25.8 25.8

2029 30 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.5 2.3 19.0 24.8 24.8

2030 31 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H42 2030 31 0.49 3.3 2.2 18.3 23.8 23.8

2031 32 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H43 2031 32 0.47 0.0 0.0 3.2 2.1 17.6 22.9 22.9

2032 33 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H44 2032 33 0.46 3.1 2.1 16.9 22.0 22.0

2033 34 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H45 2033 34 0.44 3.0 2.0 16.3 21.2 21.2

2034 35 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.8 1.9 15.6 20.4 20.4

2035 36 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H47 2035 36 0.41 2.7 1.8 15.0 19.6 19.6

2036 37 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H48 2036 37 0.39 2.6 1.8 14.5 18.8 18.8

2037 38 6.7 4.5 55.6 66.8 66.8 H49 2037 38 0.38 2.5 1.7 20.8 25.1 25.1

2038 39 6.7 4.5 74.1 85.3 85.3 H50 2038 39 0.36 2.4 1.6 26.7 30.8 30.8

2039 40 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.3 1.6 28.9 32.8 32.8

2040 41 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H52 2040 41 0.33 2.3 1.5 27.8 31.5 31.5

2041 42 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H53 2041 42 0.32 0.0 0.0 2.2 1.4 26.7 30.3 30.3

2042 43 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H54 2042 43 0.31 2.1 1.4 25.7 29.2 29.2

2043 44 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H55 2043 44 0.30 2.0 1.3 24.7 28.0 28.0

2044 45 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.9 1.3 23.8 27.0 27.0

2045 46 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H57 2045 46 0.27 1.8 1.2 22.8 25.9 25.9

2046 47 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H58 2046 47 0.26 1.8 1.2 22.0 24.9 24.9

2047 48 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H59 2047 48 0.25 1.7 1.1 21.1 24.0 24.0

2048 49 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H60 2048 49 0.24 1.6 1.1 20.3 23.0 23.0

2049 50 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.6 1.1 19.5 22.2 22.2

2050 51 83.3 83.3 83.3 H62 2050 51 0.23 18.8 18.8 18.8

2051 52 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H63 2051 52 0.22 0.0 0.0 18.1 18.1 18.0

2052 53 83.3 83.3 83.3 H64 2052 53 0.21 17.4 17.4 17.4

2053 54 83.3 83.3 83.3 H65 2053 54 0.20 16.7 16.7 16.7

2054 55 83.3 83.3 83.3 H66 2054 55 0.19 16.1 16.1 16.1

2055 56 83.3 83.3 83.3 H67 2055 56 0.19 15.4 15.4 15.4

2056 57 83.3 83.3 83.3 H68 2056 57 0.18 14.8 14.8 14.8

2057 58 83.3 83.3 83.3 H69 2057 58 0.17 14.3 14.3 14.3

2058 59 83.3 83.3 83.3 H70 2058 59 0.16 13.7 13.7 13.7

2059 60 83.3 83.3 83.3 H71 2059 60 0.16 13.2 13.2 13.2

2060 61 83.3 83.3 83.3 H72 2060 61 0.15 12.7 12.7 12.7

2061 62 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H73 2061 62 0.15 0.0 0.0 12.2 12.2 12.2

2062 63 83.3 83.3 83.3 H74 2062 63 0.14 11.7 11.7 11.7

2063 64 83.3 83.3 83.3 H75 2063 64 0.14 11.3 11.3 11.3

2064 65 83.3 83.3 83.3 H76 2064 65 0.13 10.8 10.8 10.8

2065 66 83.3 83.3 83.3 H77 2065 66 0.13 10.4 10.4 10.4

2066 67 83.3 83.3 83.3 H78 2066 67 0.12 10.0 10.0 10.0

2067 68 83.3 83.3 83.3 H79 2067 68 0.12 9.6 9.6 9.6

2068 69 83.3 83.3 83.3 H80 2068 69 0.11 9.3 9.3 9.3

2069 70 83.3 83.3 83.3 H81 2069 70 0.11 8.9 8.9 8.9

2070 71 83.3 83.3 83.3 H82 2070 71 0.10 8.6 8.6 8.6

2071 72 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H83 2071 72 0.10 0.0 0.0 8.2 8.2 8.2

合 計 282.6 0.7 283.4 8.5 235.0 126.5 3380.3 3750.3 3466.9 40.8 324.2 0.4 324.6 11.8 119.3 53.3 845.5 1,029.8 705.2

社会的

割引率

合 計

年度 年度

割 引 前

施設運

営期間

割 引 後
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和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【建設期間+10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 7.7% B-C= 658 億円

B/C= 3.0

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.3 0.3 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.9 1.9 -2.7

2003 4 20.5 20.5 2.1 2.1 -18.4 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.9 2.9 -26.3

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.8 1.8 -18.4 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.5 2.5 -25.1

2005 6 16.3 16.3 1.7 1.7 -14.6 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.2 2.2 -19.2

2006 7 5.9 5.9 1.0 1.0 -4.9 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.3 1.3 -6.2

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.2 0.3 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.3 -2.1

2010 11 1.9 1.9 2.8 0.5 3.4 1.4 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.1 0.6 3.7 1.6

2011 12 2.4 2.4 3.9 3.9 1.5 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.1 4.1 1.6

2012 13 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3

2013 14 5.6 5.6 3.9 3.9 -1.7 H25 2013 14 0.96 5.4 5.4 3.8 3.8 -1.6

2014 15 15.2 0.0 15.3 3.9 3.9 -11.4 H26 2014 15 0.92 14.1 0.0 14.1 3.6 3.6 -10.5

2015 16 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H27 2015 16 0.89 13.6 13.6 3.5 3.5 -10.1

2016 17 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H28 2016 17 0.85 13.0 13.0 3.3 3.3 -9.7

2017 18 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H29 2017 18 0.82 12.5 12.5 3.2 3.2 -9.3

2018 19 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H30 2018 19 0.79 12.0 12.0 3.1 3.1 -9.0

2019 20 15.2 0.0 15.3 3.9 3.9 -11.4 H31 2019 20 0.76 11.6 0.0 11.6 3.0 3.0 -8.7

2020 21 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H32 2020 21 0.73 11.1 11.1 2.9 2.9 -8.3

2021 22 15.2 15.2 3.9 3.9 -11.3 H33 2021 22 0.70 10.7 10.7 2.7 2.7 -8.0

2022 23 16.2 16.2 3.9 3.9 -12.3 H34 2022 23 0.68 10.9 10.9 2.6 2.6 -8.3

2023 24 6.7 4.5 11.2 11.2 H35 2023 24 0.65 4.4 2.9 7.3 7.3

2024 25 0.0 0.0 6.7 4.5 18.5 29.8 29.7 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.2 2.8 11.6 18.6 18.6

2025 26 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H37 2025 26 0.60 4.1 2.7 22.2 29.0 29.0

2026 27 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H38 2026 27 0.58 3.9 2.6 21.4 27.9 27.9

2027 28 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H39 2027 28 0.56 3.7 2.5 20.6 26.8 26.8

2028 29 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H40 2028 29 0.53 3.6 2.4 19.8 25.8 25.8

2029 30 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.5 2.3 19.0 24.8 24.8

2030 31 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H42 2030 31 0.49 3.3 2.2 18.3 23.8 23.8

2031 32 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H43 2031 32 0.47 3.2 2.1 17.6 22.9 22.9

2032 33 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H44 2032 33 0.46 0.0 0.0 3.1 2.1 16.9 22.0 22.0

2033 34 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H45 2033 34 0.44 3.0 2.0 16.3 21.2 21.2

2034 35 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.8 1.9 15.6 20.4 20.4

2035 36 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H47 2035 36 0.41 2.7 1.8 15.0 19.6 19.6

2036 37 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H48 2036 37 0.39 2.6 1.8 14.5 18.8 18.8

2037 38 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H49 2037 38 0.38 2.5 1.7 13.9 18.1 18.1

2038 39 6.7 4.5 55.6 66.8 66.8 H50 2038 39 0.36 2.4 1.6 20.0 24.1 24.1

2039 40 0.0 0.0 6.7 4.5 74.1 85.3 85.3 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.3 1.6 25.7 29.6 29.6

2040 41 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H52 2040 41 0.33 2.3 1.5 27.8 31.5 31.5

2041 42 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H53 2041 42 0.32 2.2 1.4 26.7 30.3 30.3

2042 43 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H54 2042 43 0.31 0.0 0.0 2.1 1.4 25.7 29.2 29.1

2043 44 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H55 2043 44 0.30 2.0 1.3 24.7 28.0 28.0

2044 45 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.9 1.3 23.8 27.0 27.0

2045 46 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H57 2045 46 0.27 1.8 1.2 22.8 25.9 25.9

2046 47 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H58 2046 47 0.26 1.8 1.2 22.0 24.9 24.9

2047 48 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H59 2047 48 0.25 1.7 1.1 21.1 24.0 24.0

2048 49 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H60 2048 49 0.24 1.6 1.1 20.3 23.0 23.0

2049 50 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.6 1.1 19.5 22.2 22.2

2050 51 83.3 83.3 83.3 H62 2050 51 0.23 18.8 18.8 18.8

2051 52 83.3 83.3 83.3 H63 2051 52 0.22 18.1 18.1 18.1

2052 53 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H64 2052 53 0.21 0.0 0.0 17.4 17.4 17.3

2053 54 83.3 83.3 83.3 H65 2053 54 0.20 16.7 16.7 16.7

2054 55 83.3 83.3 83.3 H66 2054 55 0.19 16.1 16.1 16.1

2055 56 83.3 83.3 83.3 H67 2055 56 0.19 15.4 15.4 15.4

2056 57 83.3 83.3 83.3 H68 2056 57 0.18 14.8 14.8 14.8

2057 58 83.3 83.3 83.3 H69 2057 58 0.17 14.3 14.3 14.3

2058 59 83.3 83.3 83.3 H70 2058 59 0.16 13.7 13.7 13.7

2059 60 83.3 83.3 83.3 H71 2059 60 0.16 13.2 13.2 13.2

2060 61 83.3 83.3 83.3 H72 2060 61 0.15 12.7 12.7 12.7

2061 62 83.3 83.3 83.3 H73 2061 62 0.15 12.2 12.2 12.2

2062 63 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H74 2062 63 0.14 0.0 0.0 11.7 11.7 11.7

2063 64 83.3 83.3 83.3 H75 2063 64 0.14 11.3 11.3 11.3

2064 65 83.3 83.3 83.3 H76 2064 65 0.13 10.8 10.8 10.8

2065 66 83.3 83.3 83.3 H77 2065 66 0.13 10.4 10.4 10.4

2066 67 83.3 83.3 83.3 H78 2066 67 0.12 10.0 10.0 10.0

2067 68 83.3 83.3 83.3 H79 2067 68 0.12 9.6 9.6 9.6

2068 69 83.3 83.3 83.3 H80 2068 69 0.11 9.3 9.3 9.3

2069 70 83.3 83.3 83.3 H81 2069 70 0.11 8.9 8.9 8.9

2070 71 83.3 83.3 83.3 H82 2070 71 0.10 8.6 8.6 8.6

2071 72 83.3 83.3 83.3 H83 2071 72 0.10 8.2 8.2 8.2

2072 73 83.3 83.3 83.3 2072 73 0.10 7.9 7.9 7.9

合 計 297.0 0.7 297.8 8.5 232.1 122.0 3380.3 3742.9 3445.2 40.9 333.8 0.4 334.2 11.8 117.4 50.2 812.9 992.4 658.2合 計

年度

割 引 前

年度

施設運

営期間

社会的

割引率

割 引 後
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和歌山下津港北港地区 エネルギー港湾整備事業 費用対効果分析 【建設期間-10%】

事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引前 事業全体の投資効率性の費用便益分析シート 割引後

EIRR= 7.9% B-C= 730 億円

B/C= 3.2

(億円) (億円)

施設運

営期間

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの

削減便益

スラグ輸出

輸送コストの

削減便益

スラグ移出

輸送コストの

削減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適

正な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

初期投資・

更新投資

運営・維持

コスト

総費用

（C）

砂利・砂輸入

輸送コストの削

減便益

スラグ輸出

輸送コストの削

減便益

スラグ移出

輸送コストの削

減便益

ＬＮＧ輸入

係留施設の適正

な機能発揮

総便益

（B）

純便益

（B-C）

1999 2.1 2.1 -2.1 H11 1999 1.67 3.5 3.5 -3.5

2000 1 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H12 2000 1 1.60 52.7 52.7 0.3 0.3 -52.3

2001 2 32.9 32.9 0.2 0.2 -32.7 H13 2001 2 1.54 50.6 50.6 0.3 0.3 -50.3

2002 3 3.1 3.1 1.3 1.3 -1.8 H14 2002 3 1.48 4.6 4.6 1.9 1.9 -2.7

2003 4 20.5 20.5 2.1 2.1 -18.4 H15 2003 4 1.42 29.2 29.2 2.9 2.9 -26.3

2004 5 20.2 0.1 20.2 1.8 1.8 -18.4 H16 2004 5 1.37 27.6 0.1 27.7 2.5 2.5 -25.1

2005 6 16.3 16.3 1.7 1.7 -14.6 H17 2005 6 1.32 21.4 21.4 2.2 2.2 -19.2

2006 7 5.9 5.9 1.0 1.0 -4.9 H18 2006 7 1.27 7.5 7.5 1.3 1.3 -6.2

2007 8 5.8 5.8 0.2 0.2 -5.6 H19 2007 8 1.22 7.0 7.0 0.3 0.3 -6.8

2008 9 3.1 3.1 -3.1 H20 2008 9 1.17 3.6 3.6 -3.6

2009 10 2.1 0.0 2.1 0.1 0.2 0.3 -1.9 H21 2009 10 1.12 2.4 0.1 2.4 0.1 0.3 0.3 -2.1

2010 11 1.9 1.9 2.8 0.5 3.4 1.4 H22 2010 11 1.08 2.1 2.1 3.1 0.6 3.7 1.6

2011 12 2.4 2.4 3.9 3.9 1.5 H23 2011 12 1.04 2.5 2.5 4.1 4.1 1.6

2012 13 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3 H24 2012 13 1.00 4.2 4.2 3.9 3.9 -0.3

2013 14 5.6 5.6 3.9 3.9 -1.7 H25 2013 14 0.96 5.4 5.4 3.8 3.8 -1.6

2014 15 19.6 0.0 19.6 3.9 3.9 -13.4 H26 2014 15 0.92 18.1 0.0 18.2 3.6 3.6 -14.6

2015 16 19.6 19.6 3.9 3.9 -13.3 H27 2015 16 0.89 17.4 17.4 3.5 3.5 -13.9

2016 17 19.6 19.6 3.9 3.9 -13.3 H28 2016 17 0.85 16.8 16.8 3.3 3.3 -13.4

2017 18 19.6 19.6 3.9 3.9 -13.3 H29 2017 18 0.82 16.1 16.1 3.2 3.2 -12.9

2018 19 19.6 19.6 3.9 3.9 -13.3 H30 2018 19 0.79 15.5 15.5 3.1 3.1 -12.4

2019 20 19.6 0.0 19.6 3.9 3.9 -13.4 H31 2019 20 0.76 14.9 0.0 14.9 3.0 3.0 -12.0

2020 21 20.6 20.6 3.9 3.9 -13.3 H32 2020 21 0.73 15.0 15.0 2.9 2.9 -12.2

2021 22 6.7 4.5 3.9 -13.6 H33 2021 22 0.70 4.7 3.2 7.9 7.9

2022 23 6.7 4.5 18.5 11.2 11.2 H34 2022 23 0.68 4.6 3.0 12.5 20.1 20.1

2023 24 6.7 4.5 37.0 29.8 29.8 H35 2023 24 0.65 4.4 2.9 24.1 31.4 31.4

2024 25 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H36 2024 25 0.62 0.0 0.0 4.2 2.8 23.1 30.2 30.1

2025 26 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H37 2025 26 0.60 4.1 2.7 22.2 29.0 29.0

2026 27 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H38 2026 27 0.58 3.9 2.6 21.4 27.9 27.9

2027 28 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H39 2027 28 0.56 3.7 2.5 20.6 26.8 26.8

2028 29 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H40 2028 29 0.53 3.6 2.4 19.8 25.8 25.8

2029 30 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H41 2029 30 0.51 0.0 0.0 3.5 2.3 19.0 24.8 24.8

2030 31 0.1 0.1 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H42 2030 31 0.49 0.0 0.0 3.3 2.2 18.3 23.8 23.8

2031 32 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H43 2031 32 0.47 3.2 2.1 17.6 22.9 22.9

2032 33 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H44 2032 33 0.46 3.1 2.1 16.9 22.0 22.0

2033 34 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H45 2033 34 0.44 3.0 2.0 16.3 21.2 21.2

2034 35 0.0 0.0 6.7 4.5 37.0 48.3 48.2 H46 2034 35 0.42 0.0 0.0 2.8 1.9 15.6 20.4 20.4

2035 36 6.7 4.5 37.0 48.3 48.3 H47 2035 36 0.41 2.7 1.8 15.0 19.6 19.6

2036 37 6.7 4.5 55.6 48.3 48.3 H48 2036 37 0.39 2.6 1.8 21.7 26.1 26.1

2037 38 6.7 4.5 74.1 66.8 66.8 H49 2037 38 0.38 2.5 1.7 27.8 32.0 32.0

2038 39 6.7 4.5 83.3 85.3 85.3 H50 2038 39 0.36 2.4 1.6 30.1 34.1 34.1

2039 40 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H51 2039 40 0.35 0.0 0.0 2.3 1.6 28.9 32.8 32.8

2040 41 0.1 0.1 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H52 2040 41 0.33 0.0 0.0 2.3 1.5 27.8 31.5 31.5

2041 42 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H53 2041 42 0.32 2.2 1.4 26.7 30.3 30.3

2042 43 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H54 2042 43 0.31 2.1 1.4 25.7 29.2 29.2

2043 44 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H55 2043 44 0.30 2.0 1.3 24.7 28.0 28.0

2044 45 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H56 2044 45 0.29 0.0 0.0 1.9 1.3 23.8 27.0 27.0

2045 46 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H57 2045 46 0.27 1.8 1.2 22.8 25.9 25.9

2046 47 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H58 2046 47 0.26 1.8 1.2 22.0 24.9 24.9

2047 48 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H59 2047 48 0.25 1.7 1.1 21.1 24.0 24.0

2048 49 6.7 4.5 83.3 94.6 94.6 H60 2048 49 0.24 1.6 1.1 20.3 23.0 23.0

2049 50 0.0 0.0 6.7 4.5 83.3 94.6 94.5 H61 2049 50 0.23 0.0 0.0 1.6 1.1 19.5 22.2 22.2

2050 51 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H62 2050 51 0.23 0.0 0.0 18.8 18.8 18.8

2051 52 83.3 83.3 83.3 H63 2051 52 0.22 18.1 18.1 18.1

2052 53 83.3 83.3 83.3 H64 2052 53 0.21 17.4 17.4 17.4

2053 54 83.3 83.3 83.3 H65 2053 54 0.20 16.7 16.7 16.7

2054 55 83.3 83.3 83.3 H66 2054 55 0.19 16.1 16.1 16.1

2055 56 83.3 83.3 83.3 H67 2055 56 0.19 15.4 15.4 15.4

2056 57 83.3 83.3 83.3 H68 2056 57 0.18 14.8 14.8 14.8

2057 58 83.3 83.3 83.3 H69 2057 58 0.17 14.3 14.3 14.3

2058 59 83.3 83.3 83.3 H70 2058 59 0.16 13.7 13.7 13.7

2059 60 83.3 83.3 83.3 H71 2059 60 0.16 13.2 13.2 13.2

2060 61 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H72 2060 61 0.15 0.0 0.0 12.7 12.7 12.7

2061 62 83.3 83.3 83.3 H73 2061 62 0.15 12.2 12.2 12.2

2062 63 83.3 83.3 83.3 H74 2062 63 0.14 11.7 11.7 11.7

2063 64 83.3 83.3 83.3 H75 2063 64 0.14 11.3 11.3 11.3

2064 65 83.3 83.3 83.3 H76 2064 65 0.13 10.8 10.8 10.8

2065 66 83.3 83.3 83.3 H77 2065 66 0.13 10.4 10.4 10.4

2066 67 83.3 83.3 83.3 H78 2066 67 0.12 10.0 10.0 10.0

2067 68 83.3 83.3 83.3 H79 2067 68 0.12 9.6 9.6 9.6

2068 69 83.3 83.3 83.3 H80 2068 69 0.11 9.3 9.3 9.3

2069 70 0.1 0.1 83.3 83.3 83.3 H81 2069 70 0.11 0.0 0.0 8.9 8.9 8.9

2070 71 83.3 83.3 83.3 H82 2070 71 0.10 8.6 8.6 8.6

合 計 297.0 0.8 297.8 8.5 237.8 131.0 3380.3 3666.9 3369.2 40.7 338.0 0.4 338.4 11.8 121.3 56.4 879.3 1,068.8 730.4合 計

年度

割 引 前

年度

施設運

営期間

社会的

割引率

割 引 後

【資料 2-7】



和歌山下津港北港地区エネルギー港湾整備事業

費用便益の概要

便益

単位当りの便益

項目 区分
単位 備考 単位

LNG輸送コストの削減 2.78 千円／トン・年 輸送の効率化等によるコスト削減 83.35 億円/年

水砕スラグ輸送コストの削減 2.25 千円／トン・年 輸送の効率化等によるコスト削減 11.25 億円/年

砂利・砂輸送コストの削減 0.37 千円／トン・年 輸送の効率化等によるコスト削減 2.29 億円/年

＊便益の算出にあたっては、「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成２３年７月）」を参照

費用
費用項目

事業の対象施設

輸送便益

建設費、管理運営費

防波堤(L=1,000m）、岸壁（h=-10m、L=170m）、臨港道路（L=500m）

便益（代表年）
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〔輸送コスト削減便益(ＬＮＧ)〕

ここでは、ＬＮＧの陸上輸送費用の削減額を算出する。

without 時の代替港は堺泉北港を設定する。

取扱貨物量は 3,000,000 ﾄﾝ/年(平成 51年以降)と設定する。

本プロジェクトの実施により 8,335 百万円の輸送コストが削減可能となる。

【輸送コスト】

項 目 with時 without時

取扱貨物量(トン/年) 3,000,000 3,000,000

20トンローリー積載量（トン/台） 0 20

使用台数(台/年) 0 150,000

往復輸送距離(km) 0 123.3

高速道路料金（円/台） 0 3,476

陸上輸送費用原単位（円/台） 0 52,090

陸上輸送費用(千円/年) 0 8,334,929

輸送費用削減便益(百万円/年) 8,335

〔輸送コスト削減便益(水砕スラグ)〕

ここでは、水砕スラグの陸上輸送費用の削減額を算出する。

without 時の代替港は阪南港を設定する。

取扱貨物量は輸出 300,000 ﾄﾝ/年、移出 200,000 ﾄﾝ/年(平成 34年以降)と設定する。

本プロジェクトの実施により、輸出 675 百万円/年、移出 450 百万円/年の輸送コストが削減可

能となる。

【輸送コスト】

(輸出)

項 目 with時 without時

取扱貨物量(トン/年) 300,000 300,000

10トントラック積載量（トン/台） 10 10

使用台数(台/年) 30,000 30,000

往復輸送距離(km) 4.0 91.0

高速道路料金（円/台） 0 2,952

陸上輸送費用原単位（円/台） 15,140 34,680

陸上輸送費用(千円/年) 454,200 1,128,971

輸送費用削減便益(百万円/年) 675

(移出)

項 目 with時 without時

取扱貨物量(トン/年) 200,000 200,000

10トントラック積載量（トン/台） 10 10

使用台数(台/年) 20,000 20,000

往復輸送距離(km) 4.0 91.0

高速道路料金（円/台） 0 2,952

陸上輸送費用原単位（円/台） 15,140 34,680

陸上輸送費用(千円/年) 302,800 752,648

輸送費用削減便益(百万円/年) 450

【資料4-1】



〔輸送コスト削減便益(砂利・砂)〕

ここでは、砂利・砂の海上輸送費用の削減額を算出する。

without 時の代替港は同港他地区岸壁(-7.5m)を設定する。

取扱貨物量は 613,107 ﾄﾝ/年(平成 15年実績)と設定する。

本プロジェクトの実施により、229百万円/年の輸送コストが削減可能となる。

【輸送コスト】

with時 without時

取扱貨物量(トン/年) 613,107 613,107

船型(DWT) 12,000 5,000

年間隻数(隻/年) 52 123

往復航海距離(海里) 1,101 1,101

航行速度(knot) 17.3 14.8

往復海上輸送期間(日) 2.7 3.1

海上輸送費用原単位(千円/日･隻) 1,723 1,236

海上輸送費用(千円/年) 241,853 471,287

輸送費用削減便益(百万円/年) 229
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和歌山下津港北港地区エネルギー港湾整備事業 事業費

（１）事業費

数量
全体事業費

（億円）

工事費 284

防波堤 284

地盤改良工 1,000m 30

基礎工 1,000m 43

本体工 1,000m 184

上部工 1,000m 26

－

用地費 －

補償費 －

16

300

※1 港湾請負工事積算基準及び類似事業箇所の実績より算出している。

※2 各項目の事業費については、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

（２）管理運営費

数量
全体事業費

（億円）

管理運営費 1式 0.9

※港湾管理者へのヒアリングにより算出している。

項目

用地費及補償費

間接経費

合計（税込）

項目
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